
ｘ漁
業
者
は
海
洋
汚
染
を

防
ご
う
と
し
て
い
る
の
だ

《
再
質
問
》

政
府
答
弁
書
に
は
「
福
島

原
発
の
地
下
水
バ
イ
パ
ス

水
と
、
六
ヵ
所
工
場
の
放
出

液
の
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
は

単
純
に
比
べ
ら
れ
な
い
」
と

あ
る
。
し
か
し

◇
東
電
と
福
島
県
漁
連
と

の
地
下
水
バ
イ
パ
ス
放
出

水
は
『
海
洋
放
出
運
用
基

準
』
と
し
て
二
〇
一
四
年
三

月
に
両
者
が
合
意
し
た
も

の
で
あ
り
、
六
ヵ
所
再
処
理

工
場
排
水
と
同
じ
く
海
洋

放
出
濃
度
で
あ
る
。
単
純
に

比
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
見

解
に
は
納
得
出
来
な
い
。

さ
ら
に
政
府
答
弁
書
に
は

「
原
発
か
ら
の
放
出
濃
度

規
制
値
は
希
釈
を
行
っ
た

あ
と
の
周
辺
監
視
区
域
で

の
測
定
値
で
、
再
処
理
工
場

の
濃
度
と
単
純
比
較
出
来

な
い
」
と
あ
る
。
し
か
し
、

◇
「
放
射
性
同
位
元
素
に
関

わ
る
各
核
種
毎
告
示
」
（
原

子
炉
等
規
制
法
・
規
定
）
で

は
『
排
液
中
又
は
排
水
中
の

濃
度
限
度
』
と
し
、
ト
リ
チ

ウ
ム
水
六
万
ベ
ク
レ
ル
／

㍑
と
な
っ
て
い
る
。

◇
そ
し
て
政
府
答
弁
書
で
は

「
施
設
周
辺
監
視
区
域
外

に
お
け
る
一
般
公
衆
の
被

曝
は
年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
以
下
と
な
る
」
と
机
上

計
算
し
て
い
る
が
、
関
連
す

る
次
の
回
答
が
な
か
っ
た
。

○
沖
合
の
海
に
高
濃
度
の

放
射
能
を
放
出
し
な
が
ら

（
陸
上
の
）
施
設
周
辺
の
住

民
被
曝
が
年
間
１
ミ
リ
シ

ー
ベ
ル
ト
以
下
な
ら
よ
し

と
す
る
の
で
は
海
洋
生
態

系
を
全
く
考
慮
せ
ず
環
境

無
視
で
あ
ろ
う
。

《天恵の海》
２０１５（平成２７）年

５月１５日
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日
本
国
憲
法
は
、
主
権
を
持
つ
国
民
の
基
本
的
人
権
を

守
り
抜
く
た
め
に
政
府
が
存
在
す
る
、
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
原
則
は
首
尾
一
貫
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
民
主
憲
法
の
原
則
に
則
っ
た
正
し
い
情
報
提

供
と
討
論
が
な
い
ま
ま
原
発
増
設
が
進
め
ら
れ
、
つ
い
に

福
島
原
発
大
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

環
境
基
本
法
に
は
残
念
な
が
ら
「
放
射
性
物
質
の
規
制

は
除
く
」
と
い
う
空
白
が
あ
っ
た
こ
と
を
国
民
は
原
発
事

故
が
起
き
る
ま
で
気
が
つ
か
な
い
で
い
ま
し
た
。
一
昨
年

の
環
境
法
改
正
で
そ
の
条
項
は
削
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
肝

心
の
「
放
射
性
物
質
の
汚
染
防
止
措
置
」
は
未
だ
に
決
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
原
発
事
故
子
供
・
被
災
者
支
援
法
」

が
二
〇
一
二
年
六
月
に
成
立
し
ま
し
た
が
ほ
と
ん
ど
機

能
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
憲
法
の
基
本
的
人
権
が
守
ら

れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

憲
法
を
無
視
し
た
無
責
任
な
政
治
を
許
さ
な
い
た
め

に
、
三
万
人
の
市
民
が
横
浜
に
大
結
集
し
ま
し
た
。
平

和
で
安
全
な
日
本
の
た
め
に
、
み
ん
な
の
力
を
出
し
合

っ
て
、
国
民
総
参
加
の
運
動
を
進
め
よ
う
。（
０
）撮影 『正しい報道ヘリの会』 野村雅也ＪＶＪＡ

川
田
龍
平
参
議
院
議
員
は
、
受
領
し
た
政
府
答
弁
書
に

は
答
弁
漏
れ
や
疑
問
が
多
々
見
ら
れ
る
と
し
、
当
会
と
も

連
携
し
て
四
月
三
〇
日
、
再
質
問
書
を
提
出
し
ま
し
た
。



○
「
線
量
限
度
告
示
」
に
は

一
千
種
以
上
の
核
種
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
守

る
こ
と
が
環
境
と
人
々
を

守
る
最
低
限
の
規
制
で
あ

る
。
再
処
理
工
場
に
は
な
ぜ

適
用
さ
れ
な
い
の
か
？

環
境
基
本
法
の
整
備
を
急
げ

◇
環
境
基
本
法
第
二
章
「
放

射
性
物
質
の
環
境
基
準
」
と

「
環
境
基
本
計
画
」
は
い
つ

定
め
い
つ
実
施
す
る
の
か
。

◇
再
処
理
工
場
放
射
性
廃

液
に
つ
い
て
「
海
洋
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
」
は
な
ぜ
行
わ

な
い
の
か
？

◇
年
間
ト
リ
チ
ウ
ム
海
洋

放
出
計
画
の
量
が
一
京
八

千
兆
ベ
ク
レ
ル
と
さ
れ
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
試
験
で
は
こ
れ

に
相
当
す
る
放
出
日
が
あ

っ
た
。
こ
れ
で
は
環
境
基
本

法
第
五
条
（
国
際
的
協
調
に

よ
る
地
球
環
境
保
全
）
に
逆

行
す
る
。

◇
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
最
盛

期
（
二
〇
〇
六
～
八
年
）
に

日
本
原
燃
の
行
っ
た
海
水

の
ト
リ
チ
ウ
ム
検
査
で
は

海
洋
放
出
口
周
辺
海
域
で

は
「
不
検
出
」
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
東
北
電
力
や
環
境

科
学
技
術
研
究
所
の
検
査

で
は
測
定
さ
れ
て
い
た
。
日

本
原
燃
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
信
頼
性
に
つ
い
て
、
国
の

見
解
を
問
う
。

重
大
事
故
時
放
射
能
拡

散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
？

◇
重
大
事
故
時
放
射
性
物

質
拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
や
っ
て
い
る
の
か
、
や

っ
て
い
な
い
の
か
？
原
子

力
災
害
に
関
わ
る
地
域
防

災
計
画
の
た
め
に
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
不
可
欠
で

あ
る
は
ず
だ
。

◇
東
海
再
処
理
工
場
高
レ

ベ
ル
廃
液
対
策
で
、
津
波
対

策
を
調
査
し
て
い
な
い
の

は
原
子
力
研
究
開
発
機
構

と
い
う
専
門
家
集
団
と
し

て
役
割
を
果
た
し
て
い
な

い
。
再
処
理
工
場
の
大
事
故

防
止
問
題
に
関
わ
る
新
た

な
審
議
委
員
会
を
作
り
大

津
波
と
最
悪
事
故
時
の
深

層
防
護
を
検
討
す
る
等
積

極
的
具
体
的
対
応
策
に
つ

い
て
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

◇
世
界
の
再
処
理
施
設
事

故
の
事
例
と
地
震
大
国
の

我
が
国
の
現
状
か
ら
「
再
処

理
工
場
で
の
同
時
多
発
事

故
時
の
放
射
能
放
出
抑
制

等
の
対
応
が
審
査
さ
れ
て

い
る
の
か
。

◇
原
子
力
規
制
委
員
の
「
倫

理
行
動
規
範
」
に
つ
い
て
、

田
中
知
委
員
は
「
昨
年
六
月

ま
で
日
本
原
燃
か
ら
報
酬

を
得
て
い
た
」
が
経
歴
に
書

か
れ
て
い
な
い
。
事
実
関
係

を
明
ら
か
に
し
見
解
を
示

し
て
ほ
し
い
。

◇
原
子
力
重
大
事
故
を
決

し
て
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、

総
理
大
臣
と
原
子
力
規
制

委
員
長
の
覚
悟
を
問
う
た

が
、
事
業
者
へ
責
任
を
転
嫁

す
る
答
弁
で
あ
っ
た
。
福
島

原
発
事
故
で
は
、
あ
の
よ
う

な
重
大
な
事
故
で
あ
り
な

が
ら
誰
も
責
任
を
取
っ
て

い
な
い
。
事
故
責
任
者
の
罰

則
も
含
め
て
原
子
力
法
体

系
の
抜
本
的
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い

か
。
見
解
を

問
う
。

岩
手
県
議
会
に
提
出
さ
れ

て
い
た
《
六
ヵ
所
再
処
理
工

場
放
出
の
ト
リ
チ
ウ
ム
濃

度
を
原
発
並
に
規
制
す
る

よ
う
関
係
機
関
に
求
め
る

請
願
》
が
三
月
二
三
日
の
本

会
議
で
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
請
願
は
当
会
と

放
射
線
被
曝
か
ら
子
ど
も

を
守
る
会
・
い
わ
て
が
提
出

し
、
三
月
一
九
日
の
環
境
福

祉
委
員
会
で
審
議
さ
れ
ま

廃
液
貯
蔵
量
が
増
え
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
？

政
府
答
弁
書
で
は
「
平
成

二
七
年
三
月
四
日
時
点
に

お
け
る
六
ヵ
所
再
処
理
工

場
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
の
貯
蔵
量
は
約
二
二
三

立
法
㍍
で
あ
る
」
と
答
え
て

い
る
が
、

◇
こ
の
答
弁
書
の
廃
液
量

の
数
字
は
、
二
年
前
の
質
問

主
意
書
へ
の
政
府
答
弁
書

の
「
平
成
二
五
年
二
月
一
日

時
点
で
の
高
レ
ベ
ル
廃
液

は
二
〇
二
立
方
メ
ー
ト
ル

貯
蔵
し
て
い
る
」
と
比
較
し

て
二
一
立
方
㍍
も
増
え
て

い
る
。
そ
の
後
ガ
ラ
ス
固
化

し
た
。
残
念
な
が
ら
「
風
評

被
害
を
恐
れ
る
」
と
い
う
意

見
が
多
く
賛
成
少
数
で
否

決
で
し
た
。

本
会
議
で
は
、
小
西
和
子

議
員
と
斎
藤
信
議
員
が
討

論
に
立
ち
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の

内
部
被
曝
の
健
康
被
害
や

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
で
大
量

の
廃
液
が
流
さ
れ
た
事
実

を
説
明
し
漁
業
を
守
る
た

め
採
択
す
べ
き
で
あ
る
と

体
が
約
四
〇
本
作
ら
れ
て

お
り
、
減
る
は
ず
が
増
え
て

い
る
の
は
何
故
か
、
詳
し
く

経
過
を
知
り
た
い
。

◇
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

は
冷
却
が
出
来
な
く
な
る

と
約
二
四
時
間
で
沸
騰
」
と

い
う
が
、
学
会
報
告
で
は
一

五
時
間
と
あ
っ
た
。
こ
の
到

達
時
間
に
つ
い
て
の
計
算

方
法
を
確
認
し
た
い
。

◇
「
今
後
六
ヵ
所
再
処
理
工

場
に
お
け
る
危
険
な
廃
液

の
発
生
は
ガ
ラ
ス
固
化
可

能
分
だ
け
に
留
め
常
時
貯

蔵
ゼ
ロ
に
す
る
よ
う
規
制

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

い
う
質
問
に
答
え
て
い
な

い
。

主
張
し
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
今
回
は
不
採
択
で
し
た

が
、
再
処
理
が
再
開
さ
れ
廃

液
が
流
さ
れ
れ
ば
、
放
射
性

物
質
に
よ
り
海
洋
生
態
系

が
乱
さ
れ
水
産
物
に
影
響

し
、
食
の
安
全
を
脅
か
し
漁

業
者
の
生
活
に
困
難
を
も

た
ら
し
ま
す
。

実
害
が
出
な
い
う
ち
に

厳
し
い
規
制
を
求
め
る
声

を
上
げ
よ
う
。


